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飼
料
の
高
騰
が
畜
産
農
家

の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

畜
産
農
家
の
み
な
さ
ん
か
ら

「
こ
の
先
、
ど
こ
ま
で
高
騰
す

る
か
見
通
せ
な
い
状
況
」
と
伺

い
ま
し
た
。 

 

私
は
「
飼
料
高
騰
分
の
支
援

に
国
の
臨
時
交
付
金
を
財
源

と
す
る
こ
と
が
可
能
。
経
営
支

援
と
し
て
、
何
ら
か
の
支
援
を

市
と
し
て
も
考
え
る
べ
き
」
と

質
問
し
ま
し
た
。 

 
熱
田
農
林
振
興
部
長
は
「
国

が
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と

し
て
、
配
合
飼
料
価
格
高
騰
緊

急
対
策
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
明
ら

か
に
な
る
国
、
県
の
支
援
内
容

な
ど
を
確
認
し
た
上
で
近
隣

町
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
必
要
な

支
援
を
検
討
す
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。（「
上
代
か
ず
み
の
議

会
報
告
」
よ
り
） 

 

市
民
生
活
や
事
業
活
動
を

応
援
す
る
た
め
、
経
営
に
多
大

な
影
響
を
受
け
て
い
る
店
舗

で
利
用
で
き
る
、
す
べ
て
の
市

民
向
け
の
商
品
券
を
発
行
（
指

定
店
申
し
込
み
期
間
中
の
７

月
２
９
日
ま
で
が
一
次
締
め

切
り
。
指
定
店
申
請
期
限
は
、

１
１
月
３
０
日
）。 

商
品
券
は
一
人
当
た
り
３

０
０
０
円
分
（
５
０
０
円
券×

６
枚
セ
ッ
ト
）
。
商
品
券
は
９

月
か
ら
発
送
。
商
品
券
利
用
期

間
は
１
０
月
１
日
～
１
２
月

３
１
日
（
予
定
）
。
（
「
ご
と
う

由
美
の
市
議
会
報
告
」
よ
り
） 

第
５
７
回
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

囲
碁
・
将
棋
大
会
の
江
津
地
区

大
会
が
２
日
、
二
宮
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
３
年
ぶ
り
の
大
会
で
関
係

者
の
尽
力
に
よ
り
開
催
・
成
功

と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

将
棋
の
部
の
武
田
一
夫
審

判
長
（
日
本
将
棋
連
盟
石
見
支

部
幹
事
長
）
は
「
元
気
な
子
ど

も
た
ち
の
姿
を
見
て
、
来
年
は

も
っ
と
多
く
の
参
加
者
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
今
後
へ
の
期
待
を
述

べ
ま
し
た
。
島
根
県
大
会
は
１

０
月
２
３
日
（
日
）
１
２
時
３

０
分
開
会
で
、
出
雲
市
の
大
津

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
す
。（「
ご
う
つ
民

報
」
よ
り
） 

共
産
党
で
す
。
原
発
の
な
い

安
全
・
安
心
の
島
根
を
つ
く

る
た
め
、
力
を
尽
く
し
ま
す
」

と
力
を
込
め
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
第
７
波
で
は
「
入

院
で
き
な
い
」「
医
療
従
事
者

な
ど
の
人
手
が
足
り
な
い
」

な
ど
危
機
的
な
状
況
が
生
ま

れ
た
と
し
て
「
医
療
提
供
体

制
と
保
健
所
体
制
の
拡
充
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
体
制
の
強
化

と
と
も
に
、
国
の
病
床
削
減

計
画
の
中
止
が
強
く
求
め
ら

れ
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

大
国
県
議
は
物
価
高
騰
に

苦
し
む
県
民
の
声
を
紹
介
し

「
消
費
税
は
５
％
に
減
税

し
、
大
企
業
の
内
部
留
保
を

活
用
し
て
最
低
賃
金
を
少
な

く
と
も
１
０
０
０
円
に
」
と

訴
え
。
憲
法
違
反
の
安
倍
元

首
相
の
「
国
葬
」
強
行
や
自

民
党
と
旧
統
一
協
会
の
癒
着

に
ふ
れ
、「
民
主
主
義
と
憲
法

を
守
る
た
め
に
力
を
合
わ
せ

よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

全
日
本
年
金
者
組
合
島
根

県
本
部
（
河
野
哲
雄
委
員
長
）

は
１
７
日
昼
、「
年
金
引
き
下

げ
違
憲
訴
訟
」
の
広
島
高
裁

松
江
支
部
で
の
裁
判
を
前

に
、
県
庁
前
で
集
会
を
開
き

ま
し
た
。
２
２
人
が
参
加
し
、

「
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心

で
き
る
年
金
制
度
を
」
の
横

断
幕
や
「
物
価
上
昇
に
見
合

う
年
金
引
き
上
げ
を
」
の
、

の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
て
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

原
告
団
団
長
の
河
野
委
員

長
は
「
裁
判
運
動
を
大
き
く

盛
り
上
げ
て
誰
も
が
安
心
で

き
る
年
金
制
度
を
実
現
し
た

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

県
本
部
の
近
藤
修
書
記
長

は
「
年
金
は
高
齢
者
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
若
い
人
の

問
題
で
も
あ
る
」
と
強
調
。

大
田
支
部
の
女
性
は
、
６
月

の
年
金
引
き
下
げ
と
物
価
の

上
昇
で
、
食
べ
る
こ
と
も
病

院
に
行
く
こ
と
も
で
き
な
く

な
る
事
態
も
生
じ
て
い
る
と

し
て
「
諦
め
た
ら
自
公
政
権

の
思
う
つ
ぼ
で
す
。
一
緒
に

声
を
上
げ
て
立
ち
上
が
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

集
会
後
、
県
庁
前
か
ら
広

島
高
裁
松
江
支
部
ま
で
デ
モ

行
進
し
ま
し
た
。（
写
真
） 

思
わ
ぬ
復
活
初
質
問
は
、

「
国
葬
や
め
よ
」
「
統
一
協

会
の
癒
着
絶
て
」
と
沸
騰
す

る
世
論
に
追
い
詰
め
ら
れ

た
岸
田
総
理
と
Ｔ
Ｖ
中
継

の
対
決
に
な
り
ま
し
た
（
９

月
８
日
）
。
や
り
と
り
に
大

反
響
が
寄
せ
ら
れ
、
２
７

日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
国
葬
」
中
継

の
特
別
番
組
や
全
国
紙
で

も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。 

―

「
故
人
に
対
す
る
敬
意

と
弔
意
を
国
全
体
と
し
て

表
す
、
こ
れ
を
国
葬
と
総
理

は
言
っ
た
。
国
民
全
体
に
事

実
上
、
弔
意
を
求
め
て
内
心

の
自
由
を
侵
す
こ
と
に
な

り
、
憲
法
１
９
条
に
違
反
す

る
」
。
共
産
の
仁
比
聡
平
・

参
院
議
員
は
こ
う
批
判
し

た
が
、
岸
田
首
相
は
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。 

 

「
国
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
安
倍
元
総
理
に
対
し

て
、
弔
意
を
示
す
こ
と
は
重

要
だ
が
、
国
民
一
人
一
人
に

弔
意
の
表
明
を
強
制
的
に

求
め
る
も
の
で
は
な
い
」

（
朝
日
）―

 

 

天
皇
絶
対
の
戦
争
国
家

か
ら
主
権
在
民
の
平
和
日

本
へ
。
歴
史
と
民
主
主
義
の

根
幹
に
関
わ
る
問
題
を
一

閣
議
決
定
で
押
し
通
そ
う

と
し
た
岸
田
政
権
の
浅
薄

さ
。
国
民
が
入
ら
な
い
「
国

全
体
」
な
ど
あ
り
得
ま
せ

ん
。 人

々
の
人
生
を
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
に
し
て
き
た
統
一

協
会
・
国
際
勝
共
連
合
と
自

民
党
の
半
世
紀
に
わ
た
る

深
い
闇
が
あ
ら
わ
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
細
田
衆
院

議
長
、
山
際
大
臣
の
更
迭
は

必
至
で
す
が
、
票
の
差
配
ま

で
し
て
癒
着
の
頂
点
に
立

っ
て
き
た
安
倍
元
首
相
を

不
問
に
付
し
て
信
頼
回
復

な
ど
あ
り
得
ま
せ
ん
。 

「
丁
寧
な
説
明
を
」
と
い

い
な
が
ら
同
じ
答
弁
を
繰

り
返
す
だ
け
の
岸
田
総
理
。

「
黄
金
の
３
年
間
」
ど
こ
ろ

か
「
地
獄
の
２
ヶ
月
」
と
い

う
べ
き
心
境
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
示
さ
れ
て
い
る

の
は
深
い
民
主
主
義
の
力

で
す
。
い
よ
い
よ
迎
え
る
臨

時
国
会
。
全
力
で
臨
み
ま

す
。 

（
１
０
月
３
日
記
） 

 

９
月
定
例
県
議
会
が
閉
会

し
た
１
１
日
夕
、
日
本
共
産

党
の
尾
村
利
成
、
大
国
陽
介

の
両
県
議
は
県
庁
前
で
議
会

報
告
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

上
代
善
雄
県
委
員
長
、
岩
田

剛
東
部
地
区
委
員
長
、
橘
ふ

み
松
江
市
議
、
吉
井
安
見
出

雲
市
議
も
参
加
し
ま
し
た
。

（
写
真
） 

尾
村
県
議
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
第
７
波
を
通
じ
て
、
危
険

な
原
発
は
動
か
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
」
と
述
べ
、「
電
力
会
社
な

ど
か
ら
の
企
業
・
団
体
献
金

を
受
け
取
ら
ず
、
国
民
の
立

場
で
常
に
頑
張
る
の
が
日
本

高知憲法アクションでスタンディン
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